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道路事業 主要地方道 篠山山南線 〔黒田バイパス〕

事業区間 ： 丹波篠山市黒田
総事業費 ： 2.6億円
内用地補償費 ： 1.1億円
事業期間 ： R3～R6
事業概要 ： バイパス
延 長 ： 500m
計画幅員 ： 6.0（10.0）m
計画交通量： 3,700台/日（R12推計）

費用便益比B/C： 8.1

事業概要

事業箇所

目 的

①安全・安心で円滑な交通の確保
②歩行者の安全性確保

工程表現況 計画

西紀南小学校

（主）篠山山南線
〔黒田バイパス〕
延長500m

出典：国土地理院

篠山産業高校

大型貨物自動車等通行止区間

（主）篠山山南線

（主）西脇篠山線

丹南篠山口IC
（主）西脇篠山線

（主）篠山山南線

自動車： 2,304台/12h
自転車： 26台/12h
歩行者： 15人/12h

（R2実測）
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①前後区間は、２車線改良済みであるが、事業区間は、唯一残された幅員狭小（車道幅員3.8m）で車
両の離合が困難な区間。
②西紀南小学校の通学路となっているが、路肩が狭く、通学児童をはじめ歩行者が危険。
③事業区間は大型車通行止めのため、幅員狭小な市道（車道幅員4.3ｍ）へ迂回した大型車が西紀
南小学前を通過し、横断する通学児童が危険。

①幅員が狭く車両の離合が困難

現況写真

②路肩が狭く歩行者が危険
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事業の必要性・優先性

西紀南小学校

③大型車が小学校前を通過

（主）篠山山南線〔黒田バイパス〕
延長500m

大型貨物自動車等通行止区間
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